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　　In　this　district，the　underflow　of　the　River　Ya頁agi　and　the　confined　water　in　the

Diluvial　and　Tert1ary　formations　are　utilized　for　fabric圭ndustria11）urPoses　in　quantity

amounted　㌻0　90，000m3　a　day．　The　hydrogeolo9…cal　玉n▽estigation　suggests　that　it　could

P・ssiblybeutllizem・re40，000－50，000m3a「dayinfutur6．Butiもseemst・havethe
mutualinter£erence・fwells，ands・itisnecessaryt・decide．carefullyrthep・sit量・n・f
we！ls，as　well　as　the　pumping　quantities　etc．for　the　utillizationしof　the　groundwater・

要　　旨

　1）矢作川流域のうち岡崎市を中心とする附近一一円の

・・水調査を行い，、特に地下水利用の面からみた同地域工業

用水源の性格を明らかにした。

　2）180カ所の水露頭の調査，12断面の表流流量の測

定結果などに基づいて，地下水の流動状態・帯水層の分

布乙地下水温および水質の地域的特徴を紹介している。

　，3）　この地域内における工業用水取得量は90』000m3／

日で，その1／2は矢作川の伏流，残余が被圧面地下水に

よつて供給されている。なお矢作川には最少限200，000

m3値以上の地下水供給量があると推定されるので，流

域の沖積低地に関する限り，なお40，000・》50，000m31日

の地下水利用が可能である。

　　　　　　　1．緒，　言

　東海地域の工業用水源調査の一環として，岡崎市を中

　　　　　　　　　ノ心とする矢作川水系流域平野部を≧りあげた。矢作川は

：流路延長122km，集水面積1，910km2を有し，わが国

の中級河川の1つに属し，中流部から下流部にかけて挙
、

母・岡崎・安城・碧南・西尾など諸都市を含む三河平野

を形成し，三河湾に注いでいる。このうちこの調査の対

象とした地域は，概略第㊤図に示したような範囲内であ

つて，三河平野の北半分，拳母・岡崎・安城3市のほか

、に矢作・福岡・幸田の3町を含む面積約130km2ρ一

＊地質部

蠕技術部

帯である（5万分の1地形図；岡崎・挙母参照）。

調査規模は

1）湧泉・既設井など水露頭における水温・水比抵抗

などの測定180カ所　（昭和29年9月）

2）精査を行つた工場水源・上水道水源など　10ガ所

（昭和29年5月および8月）
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第1図矢作川水系工業用水源調査範囲図

　　No．1～No．4は流量測定位置

3）表流の流量測定　12断面　（昭和29年8月，同

30年2月）

4）水質分析　10試料　　（昭和29年5月および8月
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採水）

［
で
あ り，全体として地域概査の程度であるが，工業用水

源の地域的特徴を一応把握し得たと思われるので，こΣ

・に概要を取り纒めておきたいと思うo

　岡崎地区は明治初年から，ガラ紡と称されるくず綿布

を原料とした紡績業の盛な土地であり，その発生当時は

主として矢作川の支流乙川にあつ℃和船上で水車を動

力とする紡績が行われていたという。現在も小企業のガ

ラ紡が岡崎市内に残存しているが，かつての衣料不足時、

代ほどの隆盛はみられない。

　この地球内に事ける代表的工場としては，北から挙母・，

市のトヨタ自動車工業株式会祉挙母工場，岡崎市の日本

レイヨン株式会社岡崎工場，白清紡績株式会社美合・戸

崎および針崎の3工場安城市の倉敷紡績株式会社安城

工場幸田町の三菱レイヨン株式会社幸田工場などが挙

げられる。これらの工場用水の水源はいずれも地下水で

深井戸による被圧面地下水，あるいは集水暗渠による河

川敷伏流水の捕集により得られている。

　なおこの調査は，地質部蔵田延男・村下敏夫・技術部

小谷野長平3技官の指導あるいは協力によつて行われて

いる。また愛知県知事公室企画課の助力により調査能率

の向上を計ることがでぎた点を特に附記しておきたい。

2．水分布と利用

　　　調査地域外南方にある建設省蔵前水位観測所における

　　矢作川水系の集水面積は1，365km2であり，昭和15～

　　16年の2年間の平均年間降雨量1，562mm，その年間集

　　水縮量は2，158×106m3となり・これに対し年問流出総，

　　量は1，310×106m3であるので，年間流出率は60．8鬼と

　　算出される。

　　　挙母市を含む一帯は矢作川による狭隆な盆地を形成L

　　ており，、トヨタ自動車の15本の深井戸を初め，そのほ

、　　　か4〉工場においても100垣以浅の被圧面地下水が利用

　　され，帯水層4～5カ所から牧水が行われている。

　　　これより南下し，矢作川と巴川の合流点以南において，

　　は，矢作川の氾濫による砂礫・粘土からなる三河平野が

拡けている。こxでは主として10’》40mまでの深度を

有する深井戸群が一般民家の飲用水b工業用水を供給し、

ている。自噴帯は矢作川沿いの狭い範囲に分布する（第

2図参照）。すなわち左岸では岡崎市街地北方3km附

近の上里・藪田部落一円に，’また右岸では矢作町を中心

として左岸よりもやx広い範囲に分布している。

　日清紡績針崎1・戸崎両工場の水源である夫白水源の3

本の深井戸は36轡の深度であり48．4～30m・間の帯

水層から牧水しており，圧力面は地下1．7m前後にあ・

・る。また三菱レイヨンめ在家水源は40m以浅，同新田

水源は23m以浅で牧水している・、

』矢作川西方の安城市を中心とした一帯は，これら平野

部より一段高い洪積台地をなし，倉敷紡績では110m

までの深井戸が9本存在し，帯水層5層程度を利用して

おり，その圧力面は地下6～9m・前後にある。

　自由面地下水は平聾部全般に広く分布し，そのうち湧

水として地表に湧出するものは，右岸では上郷村渡刈・

阿彌陀堂一帯矢作町の河岸寄りなど，また左岸では岡

崎市街地北方の大門部落の湧水池などが挙げられる“こ

あ池は農業用水および日本レイヨンの補助水源として利

用されている。また矢作川・乙川の川敷から伏流㊤捕集

が晴渠により行われており，工業用水源および上水道水

源となつている。

　この地載の工業用水の取得量は約90，0CO　m3／日，上水

道の取得量は18，500血1ノ日で，これらの総量は100，00G

m3／日以上に及んでいる。そのう［ち代表的工場り取得量

ほ第1表に示した通りである。河川敷伏流集水量は総計

63，500m3恨で，その内訳ば，矢作川で日本レイヨン

』30，000m3／臼，岡崎市上水潭10，0Com3／臨乙川で日清’

紡績芙合工場15，000m8！ロ，岡崎市上水道8，500m3／El

、であり，こ’れに対して深井戸揚水量は約／35，000m3／日

を示しているo

’
3
．
地
質 の概要

本地域東部の丘陵地帯は主として片状花崩岩・両雲母

花崩岩・黒雲母片岩などり古期岩類からなり，『そめ周辺

第ユ表　矢作川流域における主要工場の原水取得状況・

工、場　名

三菱レイヨン幸田

日清紡績・針崎
日清，紡績戸崎
日清紡績．美’合
日本ンィヨン岡崎
トヨタ自動車　挙　母

倉敷紡績安城

、所在地1用
額田君B幸田町菱シ也

岡崎市針崎
　〃　戸崎
　〃　　美合
　〃　　日名町
．挙母市・

，安城市安城

途

温・湿度調整，
グ　　　　　〃

〃　　　　　〃

洗　・藤
洗驚・冷却・汽罐

汽罐・冷却・洗溌

温・湿度調整・汽罐’

取得量m3／日

7，800

7，000

’2，400

15，000

30，000

12，000

4，020

水源・種痢

深井戸寛　13本

｝餅戸目3本期
集水暗渠

浅井戸および集水暗渠

深井戸　　14本

深井戸　　9本
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第2図　．岡崎市附班矢作川流域における水利用の現況

には泥岩・砂岩・礫岩などからなる第三紀層（洪積一鮮

新統に相当するものと推定される。以下同じ）が狭い範

囲に分布しているご　1

挙母市西部一帯の丘陵抽帯ば第三紀層の泥岩。砂岸・

礫岩からなり，西へ緩く傾斜し，名古屋市東部の丘陵に

連なつている。また西方安城市を中心とした一帯では，

第三輝層を被覆して洪積層が広く，かつ厚く発達してい

る。

挙母市にあるトヨタ自動車工業の深井戸で嫡地下76

ん100mまで第主紀層であり，それ以下は花嵩岩盤であ
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　編

・第3図蜘・購淋び安城諦とその附近に湘る深井嘩井地質断醐’
ー
る
。
安
城
市 一一帯の洪積台地では洪積層の厚さは10～15m

ナ前後と考えられ，それ以深は第三紀層である。倉敷紡績

においてば110m以浅の第三紀層から牧水する深井戸

9本があるが，．こXでは基盤岩に到達していない。

　矢作川を中心とした沖積平野では，沖積層の厚さは

20～30m程度で，その下位には洪積層あるいは第三紀

層が存在するものと推定される。三菱レイヨンの在家水

源においては，井戸深度は不同であるが，なかには40m

程度で花崩岩類に到達しているものもあり，矢作川流域

平野部の基盤岩は比較的地下浅くに分布し，東方へ向か

うに．したがつて深度を増加する傾向が認められる。同℃

く三菱レイヨンの新田水源は25m程度め井戸であり，

とれは基盤岩にほ達していないが，基盤表面にごく近い

深度にまで達しているものと推定される。

4．』地下水理

4．1　自由面地下水

自由面地下水はこの地域のほ璽全般に分布するカ㍉矢

作川流域の沖積平野においてはそのほ乏んどが，矢作川

表流の滲透水によつて酒養されているものと考えられ

る。右岸において上郷村渡刈・阿彌陀堂，左岸において

岡崎市街地北方2kmの木門にそれぞれ湧水参存在する

ことは前述したが，これらは明らかに矢作川の滲透水で

ある。この湧水とその附近にある多数の浅井戸群の水比
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第4図　トヨタ自動車工業K．1く．畢母工場深井戸

　　　水源井の牧水深度の関係

1抵抗値は，ほ壁近似した30，000Ω一cm台り高い値を示

し，これらは第5図のように舌状をなして平野部堆積層

嘩透過して油表淋の滲透鱗を囎を砺してい
る。これより南の矢作町におい七も20，000αcm台，

『・・・…Ω・cm台と1水比抵抗等値線は西方へ突出し同

、様に滲透経路を示している。

　』次に六美村一帯では矢作川の右曲部にあたり20，000

含cm台の等値線が舌状をなし，また10，000Ωc血台

の部分が細長く南下しており，その方向が旧河川敷と推

窺される。．すなわち20，000Ωcm台の部分から滲犀し

た地下水が1現矢作…川流路とほ黛平行して南南西へ向か

『い，地下水はこれに沿つて比較的強く流動しているもの・

と推定される。

　4．2　被圧面地下水

　第三紀層中の被圧面地下水を牧水する代表的な深井戸

としては，トヨタ自動車工業挙母工場の100m以浅の

15本，倉敷紡績安城工場の110m以浅の9本など力海
る。岡崎市および矢作町を中心とする沖積平野に分布す

る深井戸群は10～40m程度のもので，ほとんどが沖積

層から牧水しているもの≧考えられる6そのうち自噴性

井戸の分布する地帯は，第2図に示した通りである。沖

積平野における被犀面地下永は第6図に示すように，矢

作川に近づくほど水比抵抗が高く，またその等値線は，

ノ

　§
　一樽

』♪

ぎ・ダ．

蕊，形　．
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　　　　　　膿

　　　　1轟

　　　　　　～

0 2

．才。雛

4　　　　5km

一第5図 岡崎市附近矢作川流域に；おける自由面地下水の流動状態を

　示す水比抵抗等値線図　翠位Ω一cm

自由面地下水の水比抵抗等値線と非常に似通つている点

などから，その供給源は遠方からのものではなく，ほ．Ψ

自由面地下水と同一箇所，あるいはその近くからの矢作

川の滲透水と考えられる。

　右岸の15，000Ω・cm台の所から西側では鉄分が多く

水質が悪化する。なお水温は沖樟平野部では15～160C

台までであり，概して低温である。

5．流量測定結果

　昭和29年8月および30年2月の2回の渇水期にそれ
ぞれ6断面（第3表，断面位置第11図参照）につい七流量

測定を行つた。29年8月の測定に際しては』、．矢作川の

上流部に発電ダムおよび農業用井堰があつて，水量調整

を行つている関係上なかば失敗に帰したので，30年2月’

、35一（717）
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第6図　岡崎市附近矢作川流域に；おける被塵面地下水の流動骸態彪

　　　示す水比抵抗等値線図輩位餅cm

第2表　水質分析一．覧表
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、Ng。8～10は昭和29年5月，その他は昭和29年8月採水，
技術部化学課分析，単位；．Ex。Base（過剰塩基）はm・eq／」，総硬度はドイヅ琿度，

その他Cl以下はmgμ。
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第3表　矢作川流量測定一覧表
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　l　t　50．040　0．409
　　　i
　44』00010．461

143．000．4361．510

A109．00－　30．275
B31．30　　3．381
A107．00　．・29．925
B
、
31．00　　　　　2．870

A173．000．3340．06
　　畷llO’3141：ll9

0．664，・牽且砂

　1
0．5841

0．331

8：象21

。．5151

0．4611粗砂

　10。5211、

両岸の状況1

左岸洪水敷一
右岸堤防．

ケ

’
両
岸 堤防

両岸堤防
　　　　、

左岸洪水敷
右岸堤防　＼

’＊上流部女ム調整による水位変化を既設・仮設の量水標に基づいズ補正したものである。

　には連日同一断面を重複させて上下2断面の同時測定を・

　行い，その誤差を少なくするよう努めた・その結果・断

　面No．1における22m3！秒がNo．2‘との間でL66．

　m3／秒，さらに：No。3との間でL6m3ノ秒の減少を』示

　　し，・乙川の合流後のNo・4ノに至り・乙川の注入流量に

　概略相当する5．6m3ノ秒の増加を認めるという結果を得

　た。
　　この測定結果によれば，矢作川に嫡少なくも断面No・

　i～No‘3間において3m3／秒前後，さらに：No。1～No．

　　4間においてはおそらくそれ以上の量の伏流1滲透が推・

　定できることとなり，河川規模特に当時の流量規模から

　　みれば比較的大きな（すなわち20～30％に及ぶ）損失水　・

　量を推測することができる。このうち一部は伏流一部

奪　　，は西側の地下水に供給されるものと考えられる。

　　　　　　6．結，論
　　一工業用水源の点からみた地域的特徴一

沖積平野において被圧面地下水の存在が地下約40m『

『までに限られており，概して浅いdまたその供給海は自

油面地下水同様至近の表流が主と考えられる。したがつ

て浅井戸・深井戸間においても揚水による干渉は比較的

敏感であるから接近Lて大量揚水することは努めて避け

ることが望ましいQ一

地域全体とLて供給水量3ヴ4m3／秒，250，000・》

300，000m3／日とすれば，現在の揚水総量90，000m3／日

、を差引ぎ，なお160，000ル210，000m3掴の余裕があるこ

とになる。もちろんこのうちには河川敷下を流れる水量

が多量にあり，実際に利用でぎる水量はその112以下で

あり，最大限40，000～50，000m31日程度を開発可能の

水量として見込むのが安全であろう。なお今後の水源と

して有利な地帯ほ，表流の比較的強力に滲透している上

郷村阿彌陀堂を含む矢作川沿い一帯の水比抵抗30，000

～’20，000Ω一cm台の部分（第5図参照），岡崎市街地北方

2km　Q上里・籔田一帯の・30，00QΩ一cm台の部分，右

岸矢侮町一帯の20，000Ω・cni台の部分および東海道本．

線鉄橋南側の左岸20，000Ω一cm台および10，000Ω一“m

台の部分の北半などが挙げられる。被圧面地下水の場合

には20，000Ω一cm域上（第6図参照）の一帯があり，こ

れはほ父自由面地下水に述べた部分とマ致している・被

圧面地下水の水温は，15｛’160C台を示し比較的低温であ
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　　　　　　　　　　　　　　　地質調査所月辛艮

る。

　今後さらにこれらの水供給の関係を確かめるととも

に，工場適地個々セヒついての地下水利用限界を明らかに

し，工業育成に伴なう用水に関する紛争の発生を未然にド

ぐ第6巻第12号）・

防止できるまう充分海関心を払うことが必要と思われ。

る。

　　　　　　　　　　　　（昭知29年5～9月調査1

■

イ
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